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区別あっても差別なし 

女性活用とワークライフバランス 



当社の沿革とワークライフバランスと私 
 
 

2012年 7月 京都府ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ推進宣言企業登録 
2012年 8月 京都府「京都ﾓﾃﾞﾙ」ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ認証企業申請 
2012年 8月 京都市「真のﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ」推進企業支援補助金申請 
2012年 9月 京都府「京都ﾓﾃﾞﾙ」ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ認証企業登録 N-91 
2012年 10月京都市「真のﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ」推進企業支援補助金交付決定 
 
 

2013年 3月 京都府認証HP京の子育て応援企業事例集に取組例掲載 
2013年 9月 京都府第7回子育て支援表彰  職場環境づくり部門 

      1961年 大阪生まれ（1984年 関西学院大学商学部卒 52歳） 

1978年 創業 『ニューライフ（後のリビング新聞）』発行 
1982年 カルチャー教室開講 
1996年 京都OL向け情報誌 『シティリビング』発行 
2003年 京都・滋賀のブライダルマガジン『Lei wedding』発行 

      2004年 （株）リクルート退社 
      2004年 業務委託契約でLei wedding事業責任者就任（赤字部門立て直し） 
      2009年 本業リビング新聞事業立て直しの為、社長就任 

2013年 創業35周年  医療・介護人材紹介業開始 

※出産休暇・育児休業を取得した社員の代替要員の雇用に大いに役立つ 



ワークライフバランス推進は自然の流れ 

＜ 2004年 ＞ 
総従業員 34名 
男性 17名（38.1歳） 
女性 17名（36.4歳）   

＜ 2014年 ＞ 
総従業員 54名 
男性 12名（35.7歳） 
女性 42名（34.3歳）  
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業務委託契約で赤字部門Lei weddingの立て直しに着手 

第一次 女性（中途）採用～活用時期 2004～2008年  

結婚式に憧れる女性の為の情報誌なのに、結婚式に夢も憧れもない 
おっさん集団で事業運営 

おっさんを外し、読者と同じ目線の若手女性を採用し活用する 

撤退寸前の赤字部門で正社員は雇用できない 

  「ダメなら僕も契約解除。事業が成功すれば 
             責任持って正社員雇用します。だから一緒に頑張ろう」  

【解決策】 

【問題点】 

【課題】 

【契約社員採用活動】  



2.それまでの場当たり的中途採用、男中心採用を改める必要あり 

第二次 女性（新卒）採用～活用時期 2009～現在  

リーマンショック後、 
社長として業績悪化の本業『リビング新聞事業』立て直しに着手 
と共に、長期的展望に立った会社運営始動 

【解決策】 

【課題】 

【解決方法】 

1.女性の為の情報誌なのに、やはり男中心の事業運営 

優秀な人材を新卒で確保し、将来を見据えて礎を築きあげていく 

女子学生の積極採用（採用ノウハウ自信あり！） 

【何故女子学生 ? 】 

1.当社サービスは殆どが女性対象。同じ目線が必要。  

2.男女に能力差が無いなら、女子の方が優秀な人物をより採用しやすい 
  （特に京都）  



ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽへの本格的取り組み ～意識改革編～ 

1.『まだまだ男が中心』の誤った観念  

【課題】 

【具体例】 幹部会でのひとコマ 

1.「出来るだけ男を採用してください」 
 →『何故?』に対して『何故って、やっぱり男の方が・・・』 
   知らず知らずに身に染みついた悪しき習慣 

2.社員旅行に対して『そんなお金あるならボーナスに上積みして社員に 
 還元しましょうよ』 
 →『誰の意見?』『みんなの総意です』 
   個人主義。自己の主張を大衆迎合化。最も困った現象。 

【解決策】 

1.意識改革は時間をかけてじっくり理解して行ってもらうしかない 

2.会社経営は家族経営。親が「家族旅行に行こう！」と言って 
子どもから「そんなお金あるなら小遣い増やして」と言われたら 
どんな気分になると思う？ 

2.個人主義 『個人主義・男社会』 

男女関係ない 

『一致団結主義』 へ  

から 



ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽへの本格的取り組み ～制度改革編～ 

大切な資産を失う３大脅威       
【課題】 

1.結婚 

【解決策】 
3.は不可抗力。 
でもそれ以外は制度と環境（風土）でかなり回避可能 

【取組み】 

・「出産・育児・介護」休業制度（就業規則改定）の充実と 
 取得しやすい環境作り 
・MOT（月間目標達成して、みんなで美味しい物を食べよう） 
・社員大会（年２回。優秀社員表彰。年頭の大会はホテル） 
・社員旅行（部門横断で若手チーム編成で運営。打上げあり！） 
                                             今年は鴨川納涼床 

・年末イベント（ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞetc ）＋大忘年会（同上） 
・ソフトボール大会 
・教育研修の一環として震災ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾊﾞｽﾂｱｰ参加（新入社員必） 
・お誕生日メール 
・M’sカフェ（社長室をカフェにして自らコーヒーを入れて従業員と談笑） etc                                

2.出産 3.ご主人の転勤 

※更に間もなく 4.ご両親の介護 

日ごろからのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝによる、 

相互扶助社会の
形成 



【結論】 

（使い古された言葉ですが） 

結局ワークライフバランスと云っても 

我々の企業規模は 『家族的経営』 が大切 

「ワークライフバランス」 は、そのための 重要ファクターの一つ  

また、いくら良い制度をつくっても  

・仏作って魂入れず 

・絵に描いた餅 
だと、無い方がまだまし 

それと、もう一言付け加えるなら 

 『権利の前に責務あり ! 』 


